
令和元年度 第１回 高槻市中心市街地活性化協議会 

会議録 

 

 

日  時：令和元年 8 月 8 日（木）午後 2 時～3 時 

場  所：高槻商工会議所 4 階 大会議室 

出 席 者：協議会会員 20 名 

事 務 局：高槻商工会議所、高槻都市開発株式会社 

市担当課：高槻市産業振興課 

 

 

１ 開  会 

(1) 定足数の報告 

 会員総数 26 名中出席者 20 名で、規約第 7 条第 4 項により定められた定足数（過

半数 13 名）を満たしている旨が報告され、「令和元年度 第１回高槻市中心市街地活

性化協議会」が有効に成立していることが確認された。 

(2) 会長挨拶 

高槻市中心市街地活性化協議会 会長  金田忠行 氏 

(3) 高槻市副市長挨拶 

高槻市            副市長 梅本定雄 氏 

 

２ 高槻市中心市街地活性化基本計画記載事業の進捗について 

 高槻市から中心市街地活性化基本計画記載事業の平成３０年度における進捗状況につ

いて報告があった。 

 

 高槻市 

  平成２９年７月から令和５年３月の５年９か月を計画期間として内閣府の認定を受

けた。全体テーマは「訪れたい、住んでみたいまち 高槻」。基本方針は「来街機会の

増加と回遊性の向上、経済活力の増進」。 

  本日は中心市街地活性化基本計画第２期計画の、主な取組の進捗についての報告を

させていただく。 

 まず、新たな集客拠点の整備について、安満遺跡公園や公園内の施設（パークセン

ターと芝生広場、ボーネルンド、レストラン）の一部が、平成３１年３月２３日に一

次開園した。また、安満遺跡公園に併設された認定こども園、母子保健、子育て支援

人材育成機能を兼ね備えた高槻子ども未来館が平成３１年４月より運用開始されてい

る。 



加えて、安満遺跡公園へのアクセス強化のため周辺道路を整備し、中心市街地の回

遊性向上にも取り組んだ。 

エリア南部の集客拠点、令和４年度開館予定の新文化施設の建設に関しては、設計

が完了した。 

その他の拠点整備として、芥川町の市有地を活用した株式会社アベストコーポレー

ションが行うホテルの事業が経済産業省の所管する「特定民間中心市街地経済活力向

上事業」に該当したことから、本市としてもこれを支援し、平成３０年４月１６日に

経済産業大臣の認定を受けた。令和元年６月に着工、令和２年夏頃に竣工・操業開始

予定である。 

ソフト面の取組としては、芥川商店街が実施した「たかつき活性化塾」、高槻市商店

街連合会が中心となって取り組んだ「運転免許証自主返納制度を活用した商店街振興」、

高槻商工会議所と共催で開催した「たかつき創業塾」について報告させていただくが、

「たかつき活性化塾」については芥川商店街理事長より、「運転免許証自主返納制度を

活用した商店街振興」については高槻市商店街連合会理事長より、それぞれ詳細をご

説明賜る。 

「たかつき創業塾」について、創業塾卒業後に、平成３０年度は新たに８名が創業

し、その内２名が中心市街地内での創業となった。また、補助制度による創業支援を

行い、飲食店５店舗が新規創業。その内４店舗が中心市街地内にオープンした。 

  集客イベントでは、商店街による夏祭りや、市と商工会議所が共催した「たかつき

産業フェスタ」、民間の有志メンバーが開催した「たかつきアート博覧会」など、年間

を通じて、多様な実施主体が中心市街地エリアで様々な集客イベントを開催。 

令和４年度末までに、全ての事業が完了できるよう、民間事業者とも連携して計画

を推進していく。 

 

事務局の説明に対する各委員からの意見・質問 

 特にございません。 

 

3 中心市街地活性化事業の実施について 

 中心市街地活性化基本計画の記載事業には、本協議会が主体となって実施する事業、

協議会のメンバーが主体となって取り組む事業も多数ございます。 

 当協議会のメンバーが中心になって推進された取り組みを紹介する。 

 

 高槻市商店街連合会の取り組み（木ノ山副会長） 

  「運転免許証自主返納制度を活用した商店街振興」の取り組みについて報告があっ

た。 

  高槻市は大阪府内で自主返納率が高く、免許証返納者へ割引をすることにより商店



街の活性化につなげた。 

 

 芥川商店街の取り組み（佐々木理事長） 

  「たかつき活性化塾」及び「日之出町土曜市の開催」の取り組みについて報告があ

った。 

  特に日之出町土曜市では、８～１３店舗が出店。新たな年齢層開拓のためマップを

作り、組合員、非組合員ともに掲載し、商店街活性化につなげた。 

 

 大阪医科大学の取り組み（前田室長） 

  大学による「教育研究・医療高度化事業」の取り組みについて報告があった。 

   関西ＢＮＣＴ共同医療センターが昨年６月に開院した。 

   あらたなガン治療であるＢＮＣＴ（ホウ素中性子補捉療法）について、この治療法

ができる施設は全国で２か所、西日本では１か所である。 

 

4 各会員からの情報提供 

事務局説明 

 

事務局の説明に対する各委員からの意見・質問 

(1) たかつき中通り本通り商店街振興会 

商店街の取り組みではないが、８月３日（土）、４日（日）開催の高槻まつりについ

て報告があった。 

今年度はディズニーのパレードを招致した。パレードには市外から参加者も多く、約

７万人の参加があり、２日間合計で高槻まつりには１５万人の参加があった。 

 

(2) 公益社団法人高槻市観光協会 

「オープンたかつき」の秋のプログラムについて説明があった。 

今回は初めての旅行プログラムとして、島本町のサントリー蒸留所のツアーや奈良

県明日香村を訪れるツアーを高槻旅行サービスさん等を窓口にして実施する。 

 

(3) 京阪バス株式会社 

中心市街地からのアクセス向上のため、１０月１日より高槻インターを利用して大

阪空港に３０分で行くことが可能になることについて報告があった。 

 

(4) 社会医療法人愛仁会 

インバウンドが増えてきているので、対応していきたい。 

 



(5)阪急高槻南駅前通り商業振興会 

商店街の取り組みではないが、高槻クラブ創立５５周年記念イベント安満遺跡公園

でカンツォーネの夕べについて説明があった。 

高槻クラブは商工会議所の中にある親睦団体。１０月１９日（土）、安満遺跡公園を

もっと市民に親しんで頂くため、安満遺跡公園の野外広場を活用して実施する。 

定員は着席３００名。高槻クラブメンバーと一般市民を対象にしているので、たか

つきＤａｙｓに掲載予定。児童の参加は保護者同伴。 

 

(6) 株式会社エイチ・ツー・オーアセットマネジメント西武高槻店 

１０月から会社と屋号が変更になることを報告する。 

新会社は株式会社阪急阪神百貨店、屋号は高槻阪急である。 

引き続き、高槻のにぎわいに今まで以上貢献できればと思う。 

 

７ 閉  会 

(1) 副会長挨拶 

高槻市中心市街地活性化協議会 副会長  木ノ山雅章 氏 

 


